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【1】--- 連載開始! 教員コラム第 12 弾 第 1 回「電子図書館の時代」    

              京都府公立大学法人 理事長  / 長尾 真   

……………………………………………………………………………………………… 

 

私の小学校 3，4 年ころは戦後間もなくの混乱の時代でしたので、読みたくても本のない

時代でした。誰もが食べることにも事欠くという時代で、本を買う余裕もなかったし、第一、

出版も思うに任せないという状況でした。それでたまたま家にあった冨山房の分厚い百科

事典を読んでいました。小学校から中学校にかけての３，４年の間に、この事典の隅から隅

まで２度か３度は読んだのではないかと思います。 

そういったことがあってか、辞書好きになって、２０年ほど前には岩波書店に頼まれて数

千から一万項目の情報科学事典を編纂し出版しました（１９９０年）。 

大学にいたときは情報科学に関するいろんな研究をしましたが、電子図書館の研究もそ

の一つで、アリアドネと名付けた電子図書館のプロトタイプを作り一般公開しました（１９

９４）。これは本をデジタル化して保存し取り出すことができるという機能のほかに、テキ

ストを拡大して読めるとか、音声合成ソフトを用いて耳で聞けるとか、機械翻訳の技術で外

国語の書物を日本語で読めるようにするなど、種々の読書機能を持つ世界的にもユニーク

なものでした。 

京大をやめてからしばらくして国立国会図書館長を５年間勤めましたが、その間書物の

デジタル化のための予算を取り、２００万冊以上の書物のデジタル化を行い、日本中の公共

図書館、大学図書館からアクセスして読めるようにしました。そのために著作権法をいろい

ろと改正する仕事も行いました。 



今日、大学図書館は多くの問題を抱えています。図書館予算が減額されてゆくにもかかわ

らず、電子雑誌の購読料がどんどん値上がりしてゆくという実に深刻な問題があります。学

術論文はだれでも無料で読めるという状況を作る努力をしなければならないと思っており

ます。 

医学の分野に関しては、このようなこととともに、患者に関する種々のデータなどの、い

わゆるビッグデータに類するものをどのように集め、記憶・処理して新しい知見を得るよう

にできるかといったことも大切になってゆくでしょう。まずは患者のカルテのデジタル保

存と利用というところから始めることになるでしょう。また外国の医学関係のデータベー

スを利用することも常に行われていますので、こういったことに関するリテラシーの教育

も欠かせません。 

こういった活動には、プライバシーや著作権などの問題が絡んできますので、常に相当な

注意を払う必要があります。医学の場合、こういったことのどこまでを医者が行い、どこか

ら先をアーキビストといわれる専門家が行うべきか、また図書館はこういったことにどの

ような係わりを持つことになるかという問題も出てくるでしょう。 

いずれにしてもこれからの大学図書館はもっともっと予算を増やして、世界の研究成果

の最前線を常に知ることができるようにしなければならないでしょう。 

 

（編集担当より） 

※今年度も先生方にご協力いただき、隔号にて＜教員コラム＞を連載予定です。第 12 弾は

大学法人の長尾真理事長からスタート！これからもお楽しみに！ 

※過去の教員コラムは、こちらです 
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【2】--- 2018 年購入雑誌・データベースをお知らせします   

……………………………………………………………………………………………… 

 

2017 年購入雑誌・データベースの状況を図書館ホームページでお知らせしています。「2018

年附属図書館購入雑誌・データベースについて」をご覧ください（アクセスには学内限定ペ

ージ用の ID とパスワードが必要です） 

 

 ＊データベース収録タイトルは出版社による追加、出版社移動など様々な理由で増減があ

ります。個別のタイトルの状況について疑問があれば、図書館までお問い合わせください。 
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【3】--- 2017 年度のベストリーダー   

……………………………………………………………………………………………… 

http://www.kpu-m.ac.jp/k/library/webservice/mailnews.html
https://www.kpu-m.ac.jp/k/library/gakunai/journallist/journallist2018.html
https://www.kpu-m.ac.jp/k/library/gakunai/journallist/journallist2018.html


 

2017 年度、貸出の多かった資料は･･･ 

[図書部部門] 

1 位 あたらしい皮膚科学 2 版(16 回) 

2 位 フラジャイル：病理医岸京一郎の所見 1(13 回) 

2 位 フラジャイル：病理医岸京一郎の所見 2(13 回) 

 

[雑誌部門] 

1 位 プチナース 26 巻 16 号臨時増刊(11 回) 

2 位 京都府立医科大学看護学科紀要 21-25 巻(9 回) 

3 位 ペリネイタル・ケア 35 巻夏季増刊(6 回) 

 

2017 年、アクセス数の高かった電子コンテンツは･･･ 

[電子ジャーナル部門] 

1 位 New England Journal of Medicine(7880 回） 

2 位 Nature(5554 回) 

3 位 Cell(4033 回) 

 

[電子ブック部門] 

1 位 Ocular Disease(84 回) 

2 位 Essentials of Stem Cell Biology(2nd ed)(70 回) 

3 位 The Molecular Basis of Cancer(3rd ed)(63 回) 

 

冊子体はコミックが上位にランキングされました。電子ジャーナルはスタンダードなタイ

トルが席巻しています。 

電子資料は来館しなくても 24 時間アクセス可能、電子ブックにもダウンロードして読める

ものがあります。これからも大いにご活用ください！ 
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【4】--- 図書館による学術情報の活用講座     

……………………………………………………………………………………………… 

 

図書館では授業協力等で、医学科生や看護学科生に講義を行っています。 

 

医学科 1 年生 大学図書館活用入門～図書館を使いたおそう! 

医学科 3 年生 学術情報の活用講座～文献検索入門 



医学科 4 年生 学術情報の活用講座～学術情報の検索と応用 

医学科 5 年生 学術情報の活用講座～臨床での文献検索 

 

看護学科 1 年生 大学図書館活用講座～図書館を使いたおそう！ 

看護学科 2 年生 インターネット検索と図書館情報リテラシー 

看護学科 3 年生 学術情報の活用講座～研究課題と文献検索 

 

信用できるネット情報の判断基準や文献の検索、シボレス認証による論文の取得、EBM に

生かすためのデータベースの活用法など、演習を通じて段階的に学んでいただいています。 

講義の内容は、看護師養成プログラム等にも応用しています。 

 

これまでの実績や予定は「講義・研修」をご覧ください。 

一覧を参考に、 

「府立医大へ着任したので、ガイダンスを受講したい」 

「大学で契約している各種データベースを活用したい」 

「学外からどうやって検索できるの？」 

「秘書さんに受講してもらいたい」 

など、要望や質問がありましたら利用者研修担当までお問合せください。 
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 [Book Review] 

……………………………………………………………………………………………… 

 

倉原優著『ねころんで読める呼吸のすべて』(メディカ出版 2015） 

 

呼吸器疾患の人は意外と多い。この本は看護師・若手医師向けに書かれているのだが、著者

が疑問だったことをわかりやすく解説しているためこちらもすんなり入ってくる文章であ

る。 

風邪をひかないよう予防でうがいをおこなったりするが、その「うがい」の語源は鵜飼いの

作業様子からうまれた言葉や、よいと思って薬やお茶など使ってうがいをしているが、水道

水でも十分だったという、知っていても再確認できるような内容である。 

最後はなんといってもチャプターごとにテーマに沿った 4 コマ漫画があり、ひと笑いでき

る本でもある。（2 階閲覧室 493.3||K||[1]） （S.Y.） 

 

         KPUM Library Booklog：http://booklog.jp/users/kpumlib  

       この本のページ：https://booklog.jp/item/1/4840454329  

http://www.kpu-m.ac.jp/k/library/webservice/koshukai.html
mailto:liblec@koto.kpu-m.ac.jp
http://booklog.jp/users/kpumlib
https://booklog.jp/item/1/4840454329
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